
◆基調講演「『海とまちを近くする会社』の地域づくり実践」
㈱LAUGH GROUP代表取締役社長 大坪 友樹 氏

北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト

「北の専門高校ONE-TEAMフェスタ」
レポート 令和８年２月13日（金）開催

フェスタの内容

専門高校の価値や魅力を発見し、産業界等と専門高校とのサステナブルな産学連携につなげるため、
「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト」の成果を共有し、産学の交流を図るイベント「北の専門高校
ONE-TEAMフェスタ」を開催しました。
専門高校の生徒34名、産業界等の関係者51名、専門高校の教員83名の合わせて168名に参加いただい

たほか、動画配信では、86名の方々に視聴いただきました。ここでは、本セミナーの実施状況を紹介
しますので参考にしてください。

◆成果発表（前半）
①小樽水産高校栽培漁業科
依田那奈さん（３年）・小林唯我さん（３年）

②旭川商業高校国際ビジネス科 中村華愛さん（２年）
高橋拓哉さん（２年）・高柳陽菜さん（２年）

③室蘭工業高校電子機械科
五十嵐正彦さん（２年）

【主な内容】
・強みや夢、社会から求めら
れている価値を理解するこ
とが必要

・多くの人とつながり、持続
可能な地域産業を創造する
ことが大切

◆成果発表（後半）
①旭川工業高校電子機械科
平野真希さん（３年）・渡邉燦人さん（３年）

②更別農業高校農業科 仲本太陽さん（２年）
生活科学科 手塚ゆきなさん（２年）

③置戸高校福祉科
舟根紗来さん（３年）



参加者の声

【札幌東商業高校（販売）】

◆交流会 販売や展示による成果の発表及び生徒・教員・産業界関係者の交流

◆総括（北海道教育庁学校教育局高校教育課産学連携コーディネーター 月館 海斗）

○地域産業の未来を真剣に考えること、「目的が変われば、意識が変わる」こと
○産学の双方が諸課題の解決に関わろうとすることが、持続可能な連携にとって重要
○「振り返り」を丁寧に行うことで、変化の激しい時代でも、挑み続けることができる

【苫小牧総合経済高校（販売）】

【大野農業高校（展示）】

【函館水産高校（販売）】

【旭川商業高校（販売）】 【富良野高校（販売）】 【更別農業高校（販売）】

【札幌工業高校（展示）】 【当別高校（展示）】 【静内農業高校（展示）】

【函館工業高校（展示）】 【稚内高校（展示）】

【専門高校教員】 【専門高校生徒】

▶ 自校でこれまで取り組んできたことと照らし合わせ
たり、これからどのように考えアクションしていけ
ばよいのかを見付ける時間になった。

▶ 他の専門高校の活動を知ることができて、とても興味
深かった。

【企業関係者等】

▶ 今まで交流のなかった企業や団体とつながりをもつ
ことができた。

▶ 専門高校の生徒が学んでいることが、地域に密着して
いることがよく分かった。

▶ 基調講演では、リアルな話や考え方などが非常に参
考になった。

▶ ポスター発表やコラボ商品の販売では、生徒さんのお
話がとても分かりやすかった。

▶ 発表した生徒の質疑応答では、今後に生かせそうな
こと、役立てられそうなことなどを発見できた。

▶ 生徒による成果発表では、日々の教育活動を通じた成
長が感じられた。異業種間の交流を取り入れたイベン
トは是非、継続していただきたい。

▶ 生徒の発表やブース対応が素晴らしかった。
▶ 学校と企業のつながりに直接触れたことで、産学連携
を実感できた。


